改訂版「中学校数学３」目標・観点別評価規準例
３年第１章「式の計算」
＊ほかに，章末(基本問題，章の問題A)で２時間を計上しています。
① 多項式の計算
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 単項式と多項式の乗法，除法
A(2)
	p.16，
17
	○単項式と多項式の乗法，多項式を単項式で割る除法の計算方法を理解し，それらの計算ができる。
	
	○2年で学習した多項式と数の乗法を発展させて，単項式と多項式の乗法について考えようとしている。
○1年で学習した1次式と数の除法を発展させて，多項式を単項式で割る除法について考えようとしている。
	○単項式と多項式の乗法は2年で学習した多項式と数の乗法を発展させたものであると考えることができる。
○多項式を単項式で割る除法は1年で学習した1次式と数の除法を発展させたものであると考えることができる。
	○単項式と多項式の乗法，多項式を単項式で割る除法の計算ができる。
	○単項式と多項式の乗法，多項式を単項式で割る除法の計算方法を理解している。
	2

	２ 多項式の乗法
A(2)
	p.18，
19
	○多項式の積を展開することができる。
	展開
	○多項式の乗法の計算方法に関心を持ち，その積を展開しようとしている。
	○多項式と多項式の乗法を，分配法則を利用することで前の項目で学習した単項式と多項式の乗法に帰着して考えることができる。
○多項式の積の展開を，図によって考えることができる。
	○多項式の積を展開することができる。
	○多項式の積を展開する方法を理解している。
	1

	３ 展開の公式
A(2)
確かめよう
	p.20
～25
	○多項式の展開の公式を理解し，それらを利用することができる。
○展開の公式を利用して，やや複雑な式を展開することができる。
	
	○展開の公式に関心を持ち，多項式の積の形に応じて，適切な展開の公式を使おうとしている。
○展開の公式を利用して，やや複雑な式を展開しようとしている。
	○さまざまな多項式の積を見て，どの公式を使って展開すればよいかを考えることができる。
	○多項式の積の形に応じて，適切な公式を利用して展開することができる。
○展開の公式を用いて，おきかえを利用する展開をすることができる。
	○種々の展開の公式を理解している。
	4


② 因数分解
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 因数分解
A(2)
	p.26，
27
	○展開の逆の計算として因数分解があることを理解し，共通な因数でくくる因数分解をすることができる。
	因数，因数分解
	○多項式を積の形に変形できる場合があることに関心を持ち，多項式を因数分解しようとしている。
	○多項式を展開した等式を，見方を変えて因数分解の等式としてとらえることができる。
	○共通な因数を見つけて，それをくくり出すことで因数分解をすることができる。
	○展開と因数分解が互いに逆の計算であることを理解している。
	1

	２ 因数分解の公式
A(2)
確かめよう
	p.28
～33
	○因数分解の公式を理解し，それらを利用することができる。
○因数分解の公式を用いて，おきかえを利用する因数分解ができる。
	
	○因数分解の公式に関心を持ち，多項式の形に応じて，適切な因数分解の公式を使おうとしている。
○因数分解の公式を利用して，やや複雑な式を因数分解しようとしている。
	○さまざまな多項式を見て，どの公式を使って因数分解すればよいかを考えることができる。
	○多項式の形に応じて，適切な公式を利用して因数分解することができる。
○因数分解の公式を用いて，おきかえを利用する因数分解ができる。
	○種々の因数分解の公式を理解している。
	5


③ 式の計算の利用
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 式の計算の利用
A(2)
	p.34
～36
	○展開や因数分解の公式を利用して，くふうして数の計算をすることができる。
○式の計算を利用して，数や図形の性質を考えることができる。
	
	○展開や因数分解を利用して，式の計算によっていろいろな性質を説明しようとしている。
	○数の計算に対して，展開や因数分解が利用できないかを考えることができる。
○数や図形の性質を考える際に，式の計算を利用して解決できる。
	○問題を解決するために，どのように式の計算を利用すればよいかを考え，その計算をすることができる。
	○展開や因数分解の計算が，数や図形の性質を考える際に有効であることを理解している。
	3


④ 素因数分解
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 素因数分解
A(2)
	p.38，
39
	○自然数を素因数分解することができる。
○与えられた数を，ある自然数の平方の形で表すことができる。
	因数，素数，
素因数，素因数分解
	○素数や素因数について関心を持ち，自然数を素因数分解しようとしている。
	○自然数を素因数分解するとき，割っていく素数の順序が変化しても，素因数分解の結果は同じになるという性質に気がつくことができる。
	○自然数を素因数分解することができる。
○与えられた数を，ある自然数の平方の形で表すことができる。
	○素数，素因数，素因数分解の意味を理解している。
○いろいろな素因数分解の方法を理解している。
○与えられた数を，ある自然数の平方の形に表す方法を理解している。
	1


３年第２章「平方根」
＊ほかに，章末(基本問題，章の問題A)で２時間を計上しています。
① 平方根
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 平方根
A(1)
	p.46
～50
	○正の数の平方根の必要性とその意味を理解する。
○平方根の定義に基づいて，平方根の大小を判定できる。
	平方根，√，根号
	○2乗してある数になるもとの数は何か，ということに関心を持ち，その数の表記法や大小関係を調べようとしている。
	○正方形の面積と1辺の長さの関係について考察することで，新しい数の必要性やその大小関係を考えることができる。
	○正の数の平方根を求めることができる。また，根号を使って表すことができる。
○平方根の大小を判定できる。
	○平方根の意味，根号の意味と使い方を理解している。
○平方根の大小を，正方形の面積と1辺の長さの関係によって説明できる。
	3

	２ 平方根の値
A(1)
確かめよう
	p.51
～54
	○平方根の大小関係を利用した平方根の近似値の求め方について説明できる。
○数を有理数と無理数に分類することができる。
	有理数，無理数
	○平方根の近似値に関心を持ち，近似値を求めようとしている。
○数の分類に関心を持ち，数を有理数と無理数に分類しようとしている。
	○平方根の近似値の求め方を大小関係から考えることができる。
	○平方根の大小関係を利用して，平方根の近似値を求めることができる。
○数を有理数と無理数に分類することができる。
	○平方根の近似値の求め方を理解している。
○有理数，無理数の意味を理解している。
	2


② 根号をふくむ式の計算
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 根号をふくむ式の乗法と除法
A(1)
	p.55
～61
	○根号をふくむ式の乗法と除法の計算方法を理解し，それらの計算ができる。
○根号をふくむ式の乗法を利用して，分母を有理化することができる。
	有理化
	○根号をふくむ式の乗法と除法に関心を持ち，それらの計算をしようとしている。
	○根号をふくむ式の乗法と除法の計算方法について，平方根の意味を利用して考えることができる。
	○根号をふくむ式の乗法と除法の計算ができる。
○分母を有理化することができる。
○根号をふくむ数の近似値を求めることができる。
	○根号をふくむ式の乗法と除法の計算方法を理解している。
○分母の有理化の方法を理解している。
	3

	２ 根号をふくむ式の加法と減法
A(1)
	p.62，
63
	○根号をふくむ式の加法と減法の計算方法を理解し，それらの計算ができる。
	
	○根号をふくむ式の加法と減法に関心を持ち，それらの計算をしようとしている。
	○根号をふくむ式の加法と減法の計算方法について，文字式の同類項の計算を利用して考えることができる。
	○根号をふくむ式の加法と減法の計算ができる。
	○根号をふくむ式の加法と減法の計算方法を理解している。
	2

	３ いろいろな計算
A(1)
確かめよう
	p.64
～66
	○根号をふくむいろいろな式の計算や式の値を求めることができる。
	
	○ここまでに学習したことを利用して，根号をふくむ式や複雑な式の計算に取り組もうとしている。
○根号をふくむ式の値を求めようとしている。
	○根号をふくむいろいろな式の計算について，第1章で学習した式の計算を利用して考えることができる。
	○根号をふくむいろいろな式の計算を，第1章で学習した式の計算を利用して行うことができる。
○根号をふくむ式の値を求めることができる。
	○乗法と除法，加法と減法，式の計算を利用することで，根号をふくむいろいろな式の計算が行えることを理解している。
	3


３年第３章「2次方程式」
＊ほかに，章末(基本問題，章の問題A)で２時間を計上しています。
① 2次方程式
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 2次方程式と
その解
A(3)
	p.74，
75
	○2次方程式とその解の意味を理解する。
○2次方程式の解が1つとは限らないことを理解する。
	2次方程式，解，解く
	○2次方程式に関心を持ち，その解がどのような値になるかを調べようとしている。
	○2次方程式の係数の意味を理解している。
○2次方程式の解がどのようなものであるかを考えることができる。
	○与えられた方程式が2次方程式かどうか判別することができる。
○ある値が2次方程式の解であるかどうかを調べることができる。
	○2次方程式とその解の意味を理解している。
	1

	２ 因数分解による解き方
A(3)
	p.76
～78
	○因数分解を利用して2次方程式を解くことができる。
	
	○2次方程式の解き方に関心を持ち，因数分解を利用して解く方法を考えようとしている。
	○AB＝0ならば「A＝0または
B＝0」が成り立つことを利用して2次方程式の解き方を考えることができる。
	○因数分解を利用して2次方程式を解くことができる。
○式を整理してから2次方程式を解くことができる。
	○因数分解を利用した2次方程式の解き方を理解している。
○解が1つしかない2次方程式があることを理解している。
	2

	３ 平方根の考えを使った解き方
A(3)
	p.79
～81
	○平方根の考えを使って2次方程式を解くことができる。
	
	○平方根の意味を考えることで2次方程式を解こうとしている。
	○平方根の考えを使って2次方程式の解き方を考えることができる。
	○平方根の考えを使って2次方程式を解くことができる。
	○平方根の考えを利用した2次方程式の解き方を理解している。
	2

	４ 2次方程式の
解の公式
A(3)
	p.82
～84
	○2次方程式の解の公式を導き，それを使って解を求めることができる。
	解の公式
	○2次方程式を一般的に解く方法として，解の公式を導こうとしている。
	○係数が文字で与えられた一般的な2次方程式を解くことで，解の公式を導くことができる。
	○2次方程式の解の公式を利用して，2次方程式を解くことができる。
	○2次方程式の解の公式とその使い方を理解している。
	2

	５ 解が与えられた2次方程式
A(3)
確かめよう
	p.85，
～86
	○解が与えられた2次方程式から，もう1つの解を求めることができる。
	
	○解が与えられた2次方程式から，もう1つの解を求めようとしている。
	○解が与えられた2次方程式に，その解を代入することでもう1つの解を求めることができるという方法を考えることができる。
	○解が与えられた2次方程式から，もう1つの解を求めることができる。
	○解が与えられた2次方程式から，もう1つの解を求める方法を理解している。
	2


② 2次方程式の利用
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 2次方程式の
利用
A(3)
確かめよう
	p.87
～90
	○数の性質や面積の問題などを，2次方程式を利用して解くことができる。
	
	○2次方程式を利用することに関心を持ち，いろいろな問題を2次方程式を利用して解こうとしている。
	○いろいろな問題の解決のために
2次方程式を利用して考えることができる。また，その解が実際の問題に適しているかどうかを考えることができる。
	○問題解決のために2次方程式をつくることができる。また，その2次方程式を解き，解が問題に適しているかどうかを判別できる。
	○2次方程式を利用して，問題を解決する手順を理解している。
	4


３年第４章「関数 y＝ax2」
＊ほかに，章末(基本問題，章の問題A)で２時間を計上しています。
① 関数y＝ax2
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 2乗に比例する関数
C(1)
	p.96，
97
	○具体的な事象の中から2つの数量xとyを調べることで，y が x の2乗に比例する関数になっているものを見つけ出すことができる。
○与えられた条件から，関数
y＝ax2の式を求めることができる。
	yはｘの2乗に比例する，
比例定数
	○2つの数量xとyについて，y が x の2乗に比例する関数になる関係を見つけ出し，式で表そうとしている。
○与えられた条件から，関数y＝ax2の式を求めようとしている。
	○2つの数量xとyについて，yがxの2乗に比例する関数を見つけ出すことができ，考察することができる。
	○y が x の2乗に比例する関数を式で表すことができる。
○与えられた条件から，関数y＝ax2の式を求めることができる。
	○2乗に比例する関数の意味を理解している。
○具体的な事象の中の2つの数量xとyについて，y＝ax2と表される関数があることを理解している。
	1

	２ 関数y＝ax2の
グラフ
C(1)
	p.98
～104
	○関数y＝ax2について，xとyの対応表からグラフをかくことができる。
○関数y＝ax2のグラフが曲線になることを理解し，グラフの特徴について説明できる。
	放物線，軸，
頂点
	○関数y＝ax2のグラフに関心を持ち，対応表を用いてグラフについて調べようとしている。
	○関数y＝ax2のグラフの特徴を，いろいろなaの値によって考察することができる。
	○関数y＝ax2のグラフをかくことができる。
	○放物線，(放物線の)軸，(放物線の)頂点の意味を理解している。
○関数y＝ax2のグラフの特徴を理解している。
	3

	３ 関数y＝ax2の
値の変化
C(1)
確かめよう
	p.106
～112
	○関数y＝ax2の値の変化や変化の割合をグラフの特徴から説明できる。
○1次関数と関数y＝ax2の特徴の違いについて説明できる。
	最大値，最小値
	○関数y＝ax2の値の変化に関心を持ち，1次関数との特徴の違いを調べようとしている。
	○関数y＝ax2の値の変化について，表，式，グラフを利用して考えることができる。
○関数y＝ax2の変化の割合がxの値の範囲によって一定ではないことを考えることができる。
	○xの変域が限られた関数y＝ax2のyの変域，最大値，最小値を求めることができる。
○関数y＝ax2の変化の割合を求めることができる。
	○関数y＝ax2について，値の変化や変化の割合について理解しており，1次関数との違いについて説明できる。
	4


② 関数y＝ax2 の利用
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 関数y＝ax2の
利用
C(1)
	p.113
～116
	○具体的な事象の中から，関数y＝ax2を見いだし，式やグラフを利用して問題を解決することができる。
	
	○具体的な事象の中に関数y＝ax2で表されるものがあることに関心を持ち，式やグラフを利用して問題を解決しようとしている。
○関数y＝ax2のグラフと直線との交点に関心を持ち，問題を考えようとしている。
	○具体的な事象を，関数y＝ax2を用いて考察し，その結果が適切かどうかということを，もとの事象にもどって考えることができる。
	○関数y＝ax2で表される具体的な事象を，式やグラフなどを用いて解決することができる。
	○具体的な事象の中に関数y＝ax2で表される関係があることを知り，それらを式やグラフなどを用いて考察したり，予想したりすることができることを理解している。
	4

	２ いろいろな関数
C(1)
	p.117
	○具体的な事象の中から取り出した2つの数量について，既習のものとは異なる関数関係にあるものが存在することを理解し，式で表すことが困難な場合であっても，表やグラフを用いて関数の特徴を見いだすことができる。
	
	○既習の関数とは異なる関数があることに関心を持ち，1つの式では表せない関数について考えようとしている。
	○具体的な事象の中から取り出した2つの数量の関係を，値の変化や対応に着目して調べ，関数関係を見いだすことができる。
	○具体的な事象について，表やグラフなどを用いて表現・処理を行うことができる。
	○具体的な事象の中には，既習のものとは異なる関数関係にあるものが存在することを理解している。
	1


３年第５章「相似」
＊ほかに，章末(基本問題，章の問題A)で２時間を計上しています。
① 相似な図形
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 相似な図形の
性質
B(1)
	p.124
～129
	○図形の拡大と縮小について考え，それをもとに2つの図形が相似であることの意味や性質を理解する。
○相似な図形のかき方や相似比について理解し，それらを利用することができる。
	相似，∽，
相似の位置，
相似の中心，
相似比
	○図形の拡大・縮小に関心を持ち，相似な図形の性質を考えようとしている。
○相似な図形をかく方法に関心を持ち，相似な図形をかこうとしている。
○相似比に関心を持ち，相似比から相似な図形の線分の長さを求めようとしている。
	○相似な2つの図形を比較することで，相似な図形について成り立つ性質を見いだすことができる。
○相似の中心と相似比が与えられた相似な図形について，その図形をかく方法を考えることができる。
○相似比が1：1の図形は合同な図形であるという見方をすることができる。
	○2つの図形が相似であることを記号∽を用いて表すことができる。
○相似の中心と相似比が与えられた相似な図形をかくことができる。
○相似な図形の相似比を求めたり，相似比から相似な図形の線分の長さを求めたりすることができる。
	○図形の拡大と縮小，相似の意味を理解している。
○相似な図形の性質について理解している。
○相似の位置，相似の中心，相似比の意味を理解している。
○相似比と合同の関係について理解している。
○比例式の性質を理解している。
	3

	２ 三角形の相似
条件
B(1)
	p.130
～133
	○三角形の相似条件について理解し，相似な三角形を見つけ出したり，三角形が相似であることの証明などに利用したりすることができる。
	
	○2つの三角形が相似になる条件に関心を持ち，それらの条件を調べようとしている。
○三角形の相似条件を利用して，相似な三角形を見つけ出したり，証明に利用したりしようとしている。
	○三角形の合同条件をもとに，三角形の相似条件を考えることができる。
○三角形の相似条件を利用して，見いだした図形の性質の証明をすることができる。
	○三角形の相似条件を利用して，2つの三角形が相似であることを示すことができる。
○図形の性質やその証明において，辺や角の関係を記号で表したり読み取ったりすることができる。
	○三角形の相似条件の意味や内容を理解している。
	3

	３ 縮図の利用
B(1)
	p.134,
135
	○実際には測定することが難しい長さや高さなどを，相似な図形の性質を利用して縮図によって求めることができる。
	
	○縮図の利用について関心を持ち，実際には測定することが難しい長さや高さなどを求めようとしている。
	○相似な図形の性質を利用して，縮図がいろいろな問題解決に利用できることを考えることができる。
	○2地点間の距離や木の高さなどを，地図や縮図を用いて求めることができる。
	○実際には測定することが難しい長さや高さなどを考える場合には，縮図を利用すればよいことを理解している。
	2


② 平行線と線分の比
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 三角形と比
B(1)
	p.136
～139
	○三角形と線分の比について成り立つ性質を理解し，それを利用することができる。
	
	○三角形と線分の比について成り立つ性質に関心を持ち，それらの性質を調べて導こうとしている。
	○三角形と線分の比について成り立つ性質を，三角形の相似を利用して導くことができる。
	○三角形と線分の比の性質を用いて，線分の長さを求めたり平行な線分を見つけ出したりすることができる。
	○三角形と線分の比の性質を理解している。
	3

	２ 中点連結定理
B(1)
	p.140,
141
	○中点連結定理を理解し，それを利用して線分の長さを求めたり図形の証明を行ったりすることができる。
	中点連結定理
	○中点連結定理を使って，線分の長さを求めたり，図形の性質を証明したりしようとしている。
	○中点連結定理を，図形の証明に使うことができる。
	○中点連結定理を使って，線分の長さを求めることができる。
○中点連結定理を利用した証明の内容を理解することができる。
	○中点連結定理の意味や内容を理解している。
	1

	３ 平行線と線分の比
B(1)
確かめよう
	p.142
～144
	○平行線と線分の比の定理を理解し，それを利用して線分の長さを求めることができる。
○角の二等分線と線分の比の定理を理解し，それを利用することができる。
	
	○平行線と線分の比や，角の二等分線と線分の比に関心を持ち，それらの性質を調べて導こうとしている。
	○平行線と線分の比の定理や，角の二等分線と線分の比の定理を，三角形と線分の比を利用して導くことができる。
	○平行線と線分の比の定理や，角の二等分線と線分の比の定理を利用して，線分の長さを求めることができる。
	○平行線と線分の比の定理や，角の二等分線と線分の比の定理を理解している。
	3


③ 面積の比，体積の比
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 三角形の面積と線分の比
B(1)
	p.145
	○高さが等しい2つの三角形の面積の比が，底辺の長さの比に等しいことを理解し，それを利用することができる。
	
	○高さが等しい2つの三角形に関心を持ち，面積の比と底辺の長さの比に何か関連はないか調べようとしている。
	○高さが等しい2つの三角形について，面積を実際に計算しなくても，面積の比が求められる方法を考えることができる。
	○高さが等しい2つの三角形の面積の比と底辺の長さの比の関係を用いて，ある三角形の面積から別の三角形の面積を求めることができる。
	○高さが等しい2つの三角形の面積の比と底辺の長さの比の関係を理解している。
	1

	２ 相似な図形の
面積の比
B(1)
	p.146
～148
	○相似な平面図形について，相似比と面積比の関係を理解し，それを利用することができる。
	
	○相似な平面図形の相似比と面積比の関係に関心を持ち，それらの関係を調べようとしている。
	○相似な平面図形の相似比と面積比の関係を，三角形の面積を利用して考えることができる。
	○相似比と面積比の関係を利用して，相似な図形の面積を求めることができる。
	○相似な平面図形について，相似比と面積比の関係を理解している。
	2

	３ 相似な立体の
表面積の比，
体積の比
B(1)
確かめよう
	p.149
～152
	○相似な立体について，相似比と表面積比，体積比の関係を理解し，それらを利用することができる。
	(立体の)相似
	○相似な立体の相似比と表面積比，体積比の関係に関心を持ち，それらの関係を調べようとしている。
	○相似な立体の相似比と表面積比，体積比の関係を，直方体といった簡単な図形を利用して考えることができる。
	○相似比と表面積比，体積比の関係を利用して，相似な立体の表面積，体積を求めることができる。
	○立体の相似について理解している。
○相似な立体について，相似比と表面積比，体積比の関係を理解している。
	3


３年第６章「円」
＊ほかに，章末(基本問題，章の問題A)で２時間を計上しています。
① 円
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 円周角の定理
B(2)
	p.160
～165
	○円周角の定理について理解し，それを利用して図形の角の大きさを求めることができる。
○円周角と弧の長さの関係を利用して，問題を解くことができる。
	円周角
	○円周角と中心角の関係に関心を持ち，観察や実験を通して調べようとしている。
○円周角の定理を，既習の性質を利用して導こうとしている。
○円周角と弧の長さの関係について考えようとしている。
	○円周角と中心角の関係を見いだし，円周角の定理の証明が，どのような図形の性質から示されるのかを考えることができる。
○円周角の大きさ，弧の長さ，中心角の大きさが互いに比例の関係にあることを見いだすことができる。
	○円周角の定理などを記号を用いて表すことができる。
○円周角の定理を利用して，角の大きさを求めることができる。
○円周角と弧の長さの関係を利用して，角の大きさを求めることができる。
	○円周角の意味を理解している。
○円周角の定理の意味と内容を理解している。
○円周角の大きさ，弧の長さ，中心角の大きさが互いに比例の関係にあることを理解している。
	3

	２ 円周角の定理の逆
B(2)
	p.166
～169
	○円周角の定理の逆について理解し，円周角の定理の逆を使って，与えられた4点が1つの円周上にあるか否かを判別することができる。
	
	○与えられた4点が1つの円周上にあるか否かを判別する方法に関心を持ち，それを調べようとしている。
	○点が円周上にある場合，円の内部にある場合，円の外部にある場合に場合分けを行うことで，円周角の定理の逆の証明を理解することができる。
	○円周角の定理の逆を利用して，角の大きさを求めることができる。
	○円周角の定理の逆の意味と内容を理解している。
	2

	３ 円の性質の利用
B(2)
確かめよう
	p.170
～173
	○円の接線の長さ，円の接線の作図，相似な三角形と円の関係などを利用して，いろいろな問題を解くことができる。
	接線の長さ
	○円に関するいろいろな性質を利用することに関心を持ち，問題解決に生かそうとしている。
	○問題を解決するにあたって，円に関するいろいろな性質を利用することを考えることができる。
	○円の接線の長さを利用して，角の大きさを求めることができる。
○円外の1点から円に接線をひいたり，相似な三角形と円の関係を利用して角の大きさや線分の長さを求めたりすることができる。
	○円の接線の長さの定理を理解している。
○円に関するいろいろな性質を利用することで，問題が解決できる場合があることを理解している。
	3


３年第７章「三平方の定理」
＊ほかに，章末(基本問題，章の問題A)で２時間を計上しています。
① 三平方の定理
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 三平方の定理
B(3)
	p.182
～185
	○観察，操作，実験などの活動を通して，三平方の定理を見いだす。
○三平方の定理の証明について理解し，直角三角形の辺の長さを求めることができる。
	三平方の定理
	○直角三角形の3辺の間に成り立つ関係に関心を持ち，三平方の定理を見いだし調べようとしている。
	○直角三角形の各辺を1辺とする3つの正方形の面積を利用して三平方の定理を見いだし，それを証明することができる。
	○三平方の定理を利用して，直角三角形の辺の長さを求めることができる。
	○三平方の定理の意味と内容を理解している。
○三平方の定理の証明には，いろいろな方法があることを理解している。
	3

	２ 三平方の定理の逆
B(3)
確かめよう
	p.186,
187
	○三平方の定理の逆を理解し，それを利用してある三角形が直角三角形であるかどうかを判別できる。
	
	○三平方の定理の逆が成り立つかどうかに関心を持ち，それを調べようとしている。
	○三平方の定理の逆が成り立つことを予想して，その証明方法を考えることができる。
	○三平方の定理の逆を利用して，ある三角形が直角三角形であるかどうかを判定することができる。
	○三平方の定理の逆の意味と内容を理解している。
	2


② 三平方の定理の利用
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 平面図形への
利用
B(3)
	p.188
～192
	○三平方の定理を利用して，特別な直角三角形の辺の長さの比を求めることができる。
○円の弦の長さや，座標平面上の2点間の距離を求めることができる。
	
	○三平方の定理を利用して図形の線分の長さや面積などが求められることに関心を持ち，いろいろな問題を解決しようとしている。
	○平面図形の中に直角三角形を見いだし，三平方の定理が利用できないかを考えることができる。
	○三平方の定理を利用して，いろいろな図形の線分の長さや面積を求めることができる。
	○特別な直角三角形の辺の長さの比を理解している。
○平面図形において，三平方の定理が利用できる場面があることを理解している。
	3

	２ 空間図形への
利用
B(3)
確かめよう
	p.193
～197
	○三平方の定理を利用して，空間図形における線分の長さを求めることができる。
○空間図形の体積や立体の表面上の最短距離を求めることができる。
	
	○三平方の定理を空間図形に適用することで図形の線分の長さや体積などが求められることに関心を持ち，いろいろな問題を解決しようとしている。
	○空間図形の中に直角三角形を見いだし，三平方の定理が利用できないかを考えることができる。
	○三平方の定理を利用して，直方体の対角線の長さや錐体の高さ(体積)，立体の表面上の最短距離を求めることができる。
	○三平方の定理は平面図形だけでなく，空間図形の中の直角三角形にも利用できることを理解している。
	3


３年第８章「標本調査」
＊ほかに，章末(章の問題)で１時間を計上しています。
① 母集団と標本
	項目
	該当
頁
	目標
	用語・記号
	観点別評価規準例
	時数

	
	
	
	
	関心・意欲・態度
	見方や考え方
	数学的な技能
	知識・理解
	

	１ 母集団と標本
D(1)
	p.204
～209
	○全数調査と標本調査の違いを理解できる。
○標本平均から母集団の平均を推定することができる。
	全数調査，標本調査，母集団，標本，抽出，
母集団の大きさ，標本の大きさ，無作為に抽出する，標本平均
	○標本調査とその必要性に関心を持ち，標本平均から母集団の平均を推定しようとしている。
○標本を無作為に抽出することに関心をもち，その方法を考えようとしている。
	○全数調査と標本調査をどのように使い分けたらよいかを考えることができる。
○標本を無作為に抽出するための方法を考えることができる。
	○標本を無作為に抽出して，その平均値を求めることができる。
○標本平均から母集団の平均を推定することができる。
	○全数調査や標本調査の意味，および標本調査の必要性を理解している。
○母集団，母集団の大きさ，標本，標本の大きさなどの意味を理解している。
○標本を無作為に抽出する方法を理解している。
	4

	２ 標本調査の利用
D(1)
	p.210
～213
	○標本調査を利用して母集団の傾向を推定することができる。
○身近な題材を利用して，実際に標本調査を行い，調査結果について説明できる。
	
	○標本調査の結果から母集団の傾向が推定できることに関心を持ち，身近な題材に対して標本調査を活用しようとしている。
	○身近な題材を利用して標本調査を行うことで，母集団の傾向がわかることを説明することができる。
	○身近な題材を利用して標本調査を行い，その結果から母集団の傾向を読み取ることができる。
	○標本調査の方法や手順を理解している。
	2


1

